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訪問看護サービスの相対的価値付けに関する研究
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目的　「仕事の大変さ」という概念を用いて，訪問看護サービスの相対的価値付けを行い，「仕事

の大変さ」が訪問看護サービスの質的側面を反映した総合的評価となり得ているかを検証す

ることを目的とした。

方法　首都圏の訪問看護ステーション（以下ステーション）20ヵ所の訪問看護職110人を対象に

調査票を用いた面接調査を行った。訪問看護サービス20種類について，「仕事の大変さ」（サ

ービスに要する時間のみならず密度をも考慮した総合的評価）および3評価次元（身体的疲

労，精神的疲労，時間）のうち身体的疲労・精神的疲労の相対評価値を得た。3評価次元の

うち時間については，サービスに要する時間を分単位で尋ねた。「仕事の大変さ」を従属変

数，3評価次元を独立変数とした重回帰分析，回答者個人等を因子とした共分散分析を行

い，「仕事の大変さ」が看護資源投入量の一指標となり得るかを検討した。Kステーション

の看護職によって提供された各訪問看護サービスの提供時間の実測値と，回答された時間の

値を基に回答値の妥当性を検討した。回答者の一部（28人）に再調査を行い，2回の回答値

を比較した。

結果　有効回答者は107人で，全員女性，平均年齢36.6歳であった。95.3％が病棟看護経験者で，

現ステーションでの勤務年数は平均2.2年であった。「仕事の大変さ」および3評価次元は，

先行研究に従って常用対数変換後，分析に用いた。「仕事の大変さ」はサービスの種類によ

って有意に異なっていた。重回帰分析の結果，「仕事の大変さ」は評価次元によって57.3％

が説明され，さらに回答者個人を因子として加えると73.1％が説明された。時間について

は，ほとんどの看護サービスにおいて回答値と実測値間で有意差はなかった。再調査による

2回の回答値間の相関は比較的高く，3評価次元により「仕事の大変さ」の50～60％が説明

されていた。

結論　以上より，回答者個人による影響は無視できないものの，「仕事の大変さ」という概念が

評価次元という質的側面（密度）をも反映した看護資源投入量の一指標となることが示唆さ

れた。さらに，「仕事の大変さ」を，看護資源投入量を反映した報酬体系の確立に向けて応

用していくためには，患者類型の違いによる「仕事の大変さ」への影響に関する検討が必要

であると考えられた。
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